




































































































































































作成した A2判ポスターと A4判チラシを，北陸 3県の
高校，石川県の大学・図書館・公民館などに合計 250部郵
送した．当日の参加者は，予想に反して，学生は少なく一
般市民が多かった．講演は，ノーベル賞発表時に本人に連
絡が取れなくて大騒ぎになった裏話から，現在進めている
途上国向けの安価な飲料水殺菌システムの開発まで，一般
市民でなくても興味深い内容であった．
7. おわりに
大会自体は，始まればあっという間に終了したという印
象である．病人・けが人が出ることもなく，台風に襲われる
こともなかったので，実行委員会はひと安心であった．30
人の学生アルバイターが，1人の遅刻も欠勤もなく，そつな
く業務を遂行したことには感心した．彼らの力により，大
会が円滑に運営できたことも事実である．
ほとんどの参加者は気にもとめなかったことであろうが，
総合受付の 2 階上の，吹き抜け手すりに，「ここは１階で
す」という不思議な横断幕がある．つまり玄関から入った
階は G2F である（このことはプログラム前付に記載して
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編集委員会の依頼とは異なり，金沢大学に特有の事柄に
ついての記述が大半になってしまった．これは，それ以外
の準備や運営については，特段のことがなかったというこ
とでご容赦願いたい．もちろん書けないことも少なからず
あるのではあるが．
(2016年 12月 2日原稿受付)
*実行委員会委員長
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